

































デイヴィト・ベアーMarc David Baerによってなされたこの主張は，関連する著作（Baer 



































































































後に大宰相となるコジャ・ムスタファ・パシャ（Koca Mustafa Paúa, d.1512年）によって，
モスクとされた。敷地内には，1922年に考古学博物館 Arkeoloji Müzesiに移送されるまで
（6）　（Ayvansarayi 2000, 165） （Eyice 1990, 288） （Eyice 1994 （a）） （Müller-Wiener 1998, 76f.）
（7）　バイェズィトについては，綽名以外には生没年も含めて何も分からない。綽名についても，多く
の政敵を流罪や死罪とするために馬車 arabaを送り込み，最終的には自らも馬車によって流刑とさ
れた大宰相アラバジュ・アリ・パシャ（Arabacı Ali Paúa, d.1693年）のように，職業や官職ではなく
特定のエピソードに由来する可能性もある（Özcan 1989）。




ビル・ビン・アブドゥッラー（Jabir bin Abdullah, d.697年）の墓が現在も並置されている
ことから，ジャービル・モスク Cabir Camiiと呼ばれることもある（9）。
4.　アラプ・モスク Arap Camii





















ス 1世（Constantinus I, d.337年）に帰されているが，実際にはその息子コンスタンティウ
（9）　（Ayvansarayi 2000, 186） （Eyice 1990, 281） （Eyice 1994 （c）） （Müller-Wiener 1998, 82f.） （Mathews 1976, 
15-22）
（10）　（Ayvansarayi 2000, 355-357） （Eyice 1991） （Müller-Wiener 1998, 79f.） （Mathews 1976, 15-22）
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ス 2世（Constantius II, d.361年）が 360年に建設させたものであるとされる。その後，404
年に騒乱によって一部が焼け，415年にイスタンブルの大城壁の建設者としても知られる
テオドシウス 2世（Teodosius II, d.450年）によって再建された。しかし 2代目のアヤソフィ










イ Agioi Apostoloi教会に移された。ただし，かなり後の 1481年になってようやく付設さ
れたとされるモスクの象徴とも言うべきミナーレ（光塔 minare）は南西角の 1本のみで
あり，また木製の極めて小規模なものであったという。次のバイェズィト 2世（Bayezid 
II, d.1512年）の時代には北東角に別の 1本のミナーレが追加されたが，これも 1509年の
大地震で崩壊したとされる（11）。
後に，セリム 2世（Selim II, d.1574年）は建築家スィナン（Mimar Sinan, d.1588年）に
命じてアヤソフィアの大改修とミナーレの追加を行わせた。ただし，これらが完成したの
は，次のムラト 3世（Murad III, d.1595年）の治世であった。セリム 2世以降のオスマン
朝の君主たちはまた，自らの名を冠したモスクをイスタンブルに建設させなかったことも
あって，アヤソフィアの敷地内を自らの墓廟の場所とした。例えばセリム 2世自身と，そ
の息子で前述のムラト 3世，さらにムラト 3世の息子で後継者のメフメト 3世（Mehmed 
III, d.1603年）の墓廟は，いずれもアヤソフィアに存在している。さらに 17世紀中葉には，
ムスタファ 1世（Mustafa I, d.1639年）とイブラヒム（øbrahim, d.1648年）もまた同じ敷地
内に埋葬された。
トルコ共和国が建国された後の 1934年，アヤソフィアは初代大統領ムスタファ・ケマル・
アタテュルク（Musrafa Kemal Atatürk, d.1938年）の命によって博物館とされることが決定
（11）　（Eyice 1994 （d））ただし，アヤソフィアの各ミナーレの建築年代には研究者の間で議論がある。






6.　バラバン・アー・モスク Balaban A÷a Mescidi






ベク（Skander Beg, d.1468年）と戦ってアルバニアで戦死したバラバン・パシャ（Balaban 
Paúa, d.1466年）が，まだイェニチェリのセクバンバシュ Sekbanbaúıであったイスタンブ
ル征服の当時にモスクとしたのではないかとも考えられる一方で，記録に残る最古のワク
（12）　（Ayvansarayi 2000, 6-10） （Eyice 1994 （d）） （Müller-Wiener 1998, 84-97） （Mathews 1976, 262-312）
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（13）　（Ayvansarayi 2000, 69） （Eyice 1990, 289） （Eyice1994 （e）） （Müller-Wiener 1998, 98f.） （Mathews 1976, 
25-27）
（14）　ただし，クレインは大宰相ハリル・ハミト・パシャをハリル・ハドゥム・パシャ Halil Hadim 













9.　エスキ・イマーレト・モスク Eski ømaret Camii（Kilise Camii）
ファーティフ区のファーティフ Fatih地区にある金角湾を見下ろす高台に現存する。ア
レクシオス 1世（Αλέξιος Α′, d.1118年）の母，アンナ・コムネナ（Άννα Κομνηνήm, d.1153年）
によって息子が在位中の 1081～87年にかけて建設されたパンテポプテス Pantepoptes修道
（16）　筆名はラテン語読みであるが，本名はピエール・ジル Pierre Gillesというフランス人である。フ
ランス国王フランソワ 1世（François I, d.1547年）に命じられて古典的遺物の調査のために 1544～
47年の間にイスタンブルに滞在した。その成果は，いわゆる『コンスタンティノポリス地誌』（De 
Topographia Constantinopoleos et de illius antiquitatibus libri IV.）と名付けられた著書に結実し，同書は
現在においてもイスタンブルについてのトポグラフィーを記した名著のひとつに数えられている
（Gyllius 1997）。




メフメト 2世モスク複合施設群 Fatih Külliyesiの完成までイマーレトとして用いられ，救




10.　エトイェメズ修道場モスク Etyemez Tekkesi Mescidi（Mirza Baba Tekkesi）
かつて，サマトヤ Samatya地区にあったとされるイスラーム神秘主義教団の修道場であ
る。『モスクの花園』によると，名称などは一切不明である教会が H.886（1481/82）年に
オメル・アル =ブハーリー Ömer al-Buhariの息子であるシェイフ・ミールザー・ババ












11.　フェナーリー・イーサー・モスク Fenari øsa Camii
907年に，古代ローマ帝国後期の墓地があった場所に皇帝レオン 6世（Λέων ΣΤ′, d.912年）
（18）　（Ayvansarayi 2000, 36） （Eyice 1990, 283f.） （Eyice 1994 （g）） （Müller-Wiener 1998, 120f.） （Mathews 
1976, 59-70）
（19）　（Eyice 1990, 290）エトイェメズ・モスクについてクレインは，バイェズィディ・ジャディード・












































が船舶材料の倉庫として利用されていた。『モスクの花園』には，セリム 3世（Selim III, d.1808
年）期にモスクにされたとあるが，これは印刷版の誤りであり写本ではセリム 2世期であ
ると記されている。しかし，建築史家のアイヴェルディ Ayverdiと社会経済史家のバルカ










（21）　（Ayvansarayi 2000, 175） （Eyice 1990, 284f.） （Eyice 1994 （i）） （Mathews 1976, 346-365）ただし，モスク
とされた時期がより早い 1587年末から 1588年中頃にかけてだとする見解も存在する（Müller-Wiener 
1998, 132-135）。
（22）　（Ayvansarayi 2000, 207） （Eyice 1990, 281） （Eyice 1994 （j）） （Müller-Wiener 1998, 140-143） （Mathews 
1976, 128-139） （Ayverdi, Barkan 1970, 3）
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（23）　（Ayvansarayi 2000, 107） （Eyice 1990, 290）
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16.　フラーミー・アフメト・パシャ・モスク Hırami Ahmed Paúa Mescidi
前述のフェティイェ・モスクの近くに現存する。おそらく 12世紀の洗礼者聖ヨハネ


















18.　イムラホル・イルヤス・ベイ・モスク ømrahor ølyas Bey Camii
ファーティフ区のサマトヤ地区において大城壁がマルマラ海に接続する南端に近い場所
（24）　（Ayvansarayi 2000, 106） （Eyice 1990, 290）
（25）　（Ayvansarayi 2000, 42） （Eyice 1990, 286f.） （Müller-Wiener 1998, 144-146） （Mathews 1976, 159-167）
（26）　（Ayvansarayi 2000, 70） （Eyice 1990, 290）
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に廃墟となって立つ，イスタンブルに現存する最古の教会の遺構である。454年あるいは
463年にストゥディオス Studios修道院に属する洗礼者聖ヨハネ Ioannes Prodromos教会と
して建設された。コンスタンティノポリスの征服後に修道院は閉鎖されたと考えられ，ク






19.　 イーサー・カプス・モスク øsa Kapısı Mescidi （øbrahim Paúa Mescidi/Manastır Mescidi）
ファーティフ区のジェッラフパシャ Cerrahpaúa地区に 13世紀末から 14世紀前半頃に建
設されたと考えられる教会を母体とするものの，その名称も来歴も不明である。コンスタ
ンティノポリスの征服後，約 100年が経過した 1551年，クレインによると 1560年に宰相
であったハドゥム・イブラヒム・パシャ（Hadım øbrahim Paúa, d.1562/63年）によってモス























（28）　（Ayvansarayi 2000, 224） （Eyice 1990, 289） （Müller-Wiener 1998, 118f.） （Mathews 1976, 168-170）










歴史は，アレクシオス 1世の義母マリア・ドゥカイナ（Μαρία Δούκαινα, d.1095年頃）によっ
て修復された 11世紀末に遡る。コンスタンティノポリスの征服から約 50年が経過したバ
イェズィト 2世の治世に，他のモスクと同じく市街の「活性化政策」の一環として大宰相






（30）　（Ayvansarayi 2000, 178） （Eyice 1990, 286） （Eyice 1994 （k）） （Müller-Wiener 1998, 159-163） （Mathews 
1976, 40-58）
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24.　コジャ・ムスタファ・パシャ・モスク Koca Mustafa Paúa Camii
ファーティフ区のコジャ・ムスタファ・パシャ Kocamustafapaúa地区にあり，モスク，
イスラーム学院，ハマムおよび複数の墓廟などを包含する複合施設群を形成している。5


















25.　キュチュク・アヤソフィア・モスク Küçük Ayasofya Camii
スルタンアフメトに近いジャンクルタラン Cankurtaran地区とカドゥルガ Kadırga地区
の間に位置する建築物である。ユスティニアヌス 1世が即位後の 530年頃から建設させた
とされる聖セルギオスとバッコス Hag. Sergios kai Bakchos教会を母体とする。当時，この
付近にあった宮殿の教会としての機能も兼ね備えていたとされる。コンスタンティノポリ
スの征服の後，約 50年が経過した 16世紀初頭にバイェズィト 2世期の黒人宦官長であっ






（33）　（Ayvansarayi 2000, 180-184） （Eyice 1990, 285f.） （Eyice, Tanman 1994 （a）） （Müller-Wiener 1998, 172-
176） （Mathews 1976, 3-14）
















（35）　（Ayvansarayi 2000, 226） （Eyice 1990, 287） （Eyice 1994 （o）） （Müller-Wiener 1998, 184f.） （Mathews 
1976, 195-197）
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聖マリア Santa Maria di Constantinopoli教会と名付けられた教会の傍には，別に修道院も
存在していたという。150年間にわたってドメニコ修道会によって運営された教会は，
1622年 11月 12日にサントリーニ司教ピエトロ・デマルキ（Pietro De Marchi, d.1648年）
の訪問を受けた（36）。その報告によると，この時すでに教会は大きく損傷していたという。
1620年代にモスクに転用されたと考えられるケフェリ・モスクに続くかたちで，1640

















（37）　この人物についてもエイジェは，「使節のツェルニン男爵 elçi Baron Czernin」とのみ記しているが，







28.　パルマクカプ・モスク Parmakkapı Mescidi（Purkuyu Mescidi）
ファーティフ区のスルタン・セリム・モスク Sultan Selim Camiiから金角湾に下った先
にあるジバリ Cibali地区に，かつて存在していた建築物である。『モスクの花園』によると，
教会を転用したモスクであるが，母体となった教会の来歴は不明である。また，その綽名



















（38）　（Ayvansarayi 2000, 46） （Eyice 1990, 288） （Eyice 1994 （p）） （Müller-Wiener 1998, 188f.） （Mathews 1976, 
220-224）
















31.　セクバンバシュ・イブラヒム・アー・モスク Sekbanbaúı øbrahim A÷a Mescidi
かつて，ファーティフ区のクルクチェシュメ Kırkçeúme地区に存在した建物である。ヴァ







アズィズ（Abdülaziz, d.1876年）の母ペルテヴニヤル・スルタン（Pertevniyal Sultan, d.1884年）
によって H.1254（1838）年に修復された。しかし，後に 1908年あるいは 1918年に発生し
た火災で再び損傷を受けて放棄され，共和国期の 1943年には同地域に整備されたアタテュ








32.　スィナン・パシャ・モスク Sinan Paúa Mescidi
かつて，ファーティフ区の金角湾に近い海側の城壁にあるアヤ門 Aya Kapıの内側に位
置した建物である。13世紀末から 14世紀前半の小規模な教会であると思われるが，詳細
は不明である。廃墟となっていた建物は，スレイマン 1世（Süleyman I, d.1566年）期の著
名な大宰相で女婿でもあったリュステム・パシャ（Rüstem Paúa, d.1561年）の兄弟で海軍







33.　スィヴァスィー修道場モスク Sivasi Tekkesi Mescidi（Yavsi Baba Tekkesi）









（42）　（Ayvansarayi 2000, 142） （Eyice 1990, 288） （Eyice 1994 （s）） （Müller-Wiener 1998, 194f.） （Mathews 1976, 
237-241）
（43）　（Ayvansarayi 2000, 143） （Eyice 1990, 289） （Eyice 1994 （t）） （Müller-Wiener 1998, 198f.） （Mathews 1976, 
260f.）
（44）　（Ayvansarayi 2000, 135f.） （Eyice 1990, 290） （Iúın 1994）
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（45）　（Ayvansarayi 2000, 148） （Eyice 1990, 289） （Eyice 1994 （u）） （Müller-Wiener 1998, 202） （Mathews 1976, 
313f.）






















































（48）　（Ayvansarayi 2000, 159-162） （Eyice 1990, 289） （Eyice 1994 （x）） （Müller-Wiener 1998, 206-208） 
（Mathews 1976, 376-382）
（49）　（Ayvansarayi 2000, 208） （Eyice 1990, 283） （Eyice 1994 （y）） （Müller-Wiener 1998, 203） （Mathews 1976, 
386-402）
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39.　ユルドゥズ・デデ修道場 Yıldız Dede Tekkesi
かつて，エミニョニュ Eminönü地区のバフチェカプ Bahçekapıにあるイスタンブル商品
取引所 østanbul Ticaret Borsasıの傍に存在したとされる建物である。母体となった教会につ
いての詳細は不明である。『モスクの花園』によると，コンスタンティノポリス征服の際
に生きていたユルドゥズ・デデ Yıldız Dedeあるいはユルドゥズ・ババ Yıldız Babaと綽名
されたネジメッティン Necmeddinという名のスーフィーに与えられたとされる。ただし，
ユルドゥズ・デデは，教会を直接モスクには変えずハマムとした。このユルドゥズ・ハマ
ム Yıldız Hamamıはメフメト 2世のワクフに編入され，その収益はファーティフ・モスク
の運営に充当されたと考えられる。その後，おそらく 250年以上が経過したであろう











40.　ゼイレク・キリセ・モスク Zeyrek Kilise Camii
ファーティフ区にあり，金角湾を望む高台に位置するゼイレク地区に現存する建築物で








































複合施設群 Süleymaniye Külliyesiや愛妻ヒュッレム・スルタン（Hürrem Sultan, d.1558年）
によるハセキ・スルタン・モスク複合施設群 Haseki Sultan Külliyesiをはじめとして，父親














間にも，1617年に落成したスルタン・アフメト・モスク Sultan Ahmed Camiiや，1660年
のイスタンブル大火後に完成し，ベアーが「イスラーム化」の象徴と見做したイェニ・ヴァー



















































































































言うべきメフメト 2世およびバイェズィト 2世の治世をあわせた，わずか 60年ほどの期
間であったことがあきらかとなった。また，その後に訪れた「成長期」や，「成熟期」と
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75イスタンブルの「イスラーム化」と「教会」のモスクへの転用
地図　イスタンブルにおけるビザンツ教会の分布（Mathews 1976）
 1　コジャ・ムスタファ・パシャ・モスク　
 2　アティク・ムスタファ・パシャ・モスク
 3　アイカプ教会※
 4　バラバン・アー・モスク
 5　バヤズィト地区の教会群※
 6　同※
 7　ボーダン宮殿※
 8　カーリイェ・モスク
 9　エスキ・イマーレト・モスク
10　ゼイレク・キリセ・モスク
11　アヤ・イリニ教会※
12　エウフェミア教会※
13　ギュル・モスク
14　洗礼者聖ヨハネ教会※
15　イムラホル・イルヤス・ベイ・モスク
16　フラーミー・アフメト・パシャ・モスク
17　マナストゥル・モスク（イブラヒム・パシャ・モスク）
18　カレンデルハーネ・モスク
19　カスム・アー・モスク
20　ケフェリ・モスク
21　マナストゥル・モスク
22　マンガナ教会※
23　アヤ・メナス教会※
24　ボドルム・モスク
25　オダラル・モスク
26　アヤ・ポルイェウクトス教会（?）※
27　サンジャクタール・ハイレッティン・モスク
28　セクバンバシュ・イブラヒム・アー・モスク
29　キュチュック・アヤソフィア・モスク
30　スィナン・パシャ・モスク
31　アヤソフィア
32　シェイフ・ムラト・モスク
33　シェイフ・スレイマン・モスク
34　アジェム・アー・モスク
35　フェナーリー・イーサー・モスク
36　フェティイェ・モスク
37　カンル・キリセ教会※
38　トクル・デデ・モスク
39　トプカプ宮殿バシリカ※
40　ヴェファー・キリセ・モスク
※モスク等に転用されなかったため，本稿では考察の対象としていない。

